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英語専攻・非専攻編入学英語学習動機付け学習行動
1．背景と目的
英語教育での実をあげるためには、まず学習者の実態を正確に把握することがその前提と
なる。本研究は、その一端として、本学学生の自らの英語力に対して持っている認識、英語
を学習する際の行動、英語に対する心理的欲求、英語学習に対する動機付けなどについて調
査するものである。いずれの項目も第二言語習得研究に関する先行研究等(Oxfordl989､塩
谷1995、佐藤2006）では、英語学習の成否に大きな影響を与え得る要因として考えられて
きたものである。本学は、四年制大学への編入希望が多く、２年間で学業を修了きせ実社会
に学生を輩出する他の短期大学とは大きな違いが見られる。当然のことながら、編入学を見
据えて、英語英文学科以外の学生たちの英語学習に対する意識も高い。筆者が本学で教鞭を
とるようになり、今年で３年目になる。本調査の結果は、来年度以降筆者が英語英文学科の
専門科目のみならず一般教育科目を担当する際に、その教育効果をあげるための有益な資料
を提供してくれるものと期待している。
2．調査
２．１被験者
被験者は昨年度（2007年度)、筆者の英語英文科の専門科目を受講した学生58名（全て1年
生）と今年度（2008年度)、一般教養の英語を受講している学生68名、計126名である。後者
の被験者群は一般教養科目として受講しているため、１年生35名、２年生33名の両学年から
成り立っている。またその中で、編入学を希望する学生は51名にものぼる。本調査では以下
の３つのグループ間での比較検討を行った。
ｌ）英語専攻の学生と非英語専攻の学生
２）一般教養科目を履修している学生の中で編入学を希望する学生と希望しない学生
３）一般教養科目を履修している学生の中の１年生と２年生
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２．２英語学習に関する質問紙
英語学習に関する行動、心理的欲求、動機付け等の調査には、共同研究者である佐藤
(2007）が大学生を被験者に彼らの英語力（習熟度）と学習行動の関係を明らかにする際に用
いた質問紙を使用した。この質問紙は、次に示す４つの下位項目から成り立っている。
ｌ）各自が自らの英語力や英語に関する知識を他者との比較からどのように認識している
かを見る質問項目（９個)。
例：２．自分の英語力について
自分のリスニングカはまわりの人と比べると
１．人と比べてかなり低い２．人より少し低い３．人並み４．人より少し高い
５．人と比べてかなり高い
７．自分の単語力は周りの人と比べると
１．人と比べてかなり低い２．人より少し低い３．人並み４．人より少し高い
５．人と比べてかなり高い
2）各自が英語を学習する際のどのような学習行動をとるのかを見る質問項目（20個）
例：１２．英語の授業で出た宿題をやる。
１．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
２２．テレビ、ラジオの英語講座で勉強している。
１．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
３）英語に対する心理的欲求を見る質問項目（12個）
例：３１．私は英語ができるようになりたい。
１．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
３９．私は英語の文法についての知識を得たい。
１．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
４）英語学習の動機付けに関する質問項目（28個）
この４)に関する質問を作成する際佐藤は、NoeleraL（Sato2005)らが提唱するSelf
DeterminationTheolyを参考に、日本人用に質問項目を作成している。この理論は、自己決定
力が最も低い無動機（Amotivation）を出発点に、３種類の外発的動機付けを間に挟み（外的
統制→注入統制→同一化統制)、最後には自己決定性が最も高い３種類の内発的動機付け（知
識→達成→刺激）に至る、動機付けの高まりを示したものである。無動機（例:わからない、
やっていない）が最も動機付けが低い様子を表し、内発的動機付け－刺激（例：英語を学習
すること自体が楽しいから）が最も動機付けが高まった状態を示す。佐藤は、７つの段階に
それぞれ４個の質問を配している。
例：４４．英語を勉強する理由が分からない。何を得ているのか分からない（無動機)。
１．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
５５．大学での単位、卒業のために必要だから（外的統制)。
1．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
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47．英語を使って何かすることが楽しいから（内的統制一刺激)。
1．まったくそう思わない２．あまりそう思わない３．どちらとも言えない
４．少しそう思う５．強くそう思う
データに関しては、筆者が授業中、自ら監督し収集した。
3．結果
結果については、２．１で述べた３つのグループごとに記述していく。
（１）英語専攻の学生と非英語専攻の学生間の違いについて
６９個の質問の内(Appendix参照)、英語英文学科の学生と他学科の学生の問でその得点差に
統計的に有意な差（有意水準５％）が見られた質問は56個にものぼった。専攻科目が異なる
とは言え、全質問数の82％で全く違う反応が見られたことになる。その中でも特に１点以上
の差、すなわち20％(最高点が５なので)以上の得点差が見られた質問は以下の５項目であっ
た。
１１．授業中に英語でのグループ練習またはペア練習をする時、積極的に英語を話している
（ｔ(123)＝-5.444,ｐ＜､05)。
１５．英語の発音練習をしている。（ｔ(123)＝-4.468,ｐ＜､05)。
１７．英語の歌を聴いたり、英語で映画やテレビを見ている（ｔ(123)＝-4.579,ｐ＜､05)。
18．英語で手紙やｅメール交換、インターネットを使ってチャットをしている（ｔ(123)＝
-4.078,ｐ＜､05)。
19．自分からすすんで英語で人と話をしている（ｔ(123)＝-5.853,ｐ＜､05)。
さらに0.9～0.7ポイント（18％から15％）程度のやはり比較的大きな得点差が見られた質
問としては以下の項目があげられる。
２．自分のリスニングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで）
（ｔ(123)＝-4.577,ｐ＜､05)。
３．自分のスピーキングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで）
（ｔ(123)＝-4.753,ｐ＜,05)。
４．自分のリーデイングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで）
（ｔ(123)＝-4.701,ｐ＜､05)。
５．自分のライテイングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで）
（ｔ(123)＝-4.673,ｐ＜､05)。
２２．テレビやラジオの英語講座で勉強している（ｔ(123)＝-3.595,ｐ＜､05)。
２８．いろいろな場面で使う英語表現について知るために本を読んでいる
（ｔ(123)＝-4.459,ｐ＜､05)。
３６．私はネイティブスピーカーのような発音になりたい（（123)＝-4.081,ｐ＜,05)。
３７．私は英語の発音や、イントネーションについて知識を得たい
（ｔ(123)＝-4.603,ｐ＜､05)。
４５．英語でコミュニケーションできるとうれしいから（ｔ（123)＝-5.650,ｐ＜､05)。
５６．英語圏の文化や価値観についての知識を得ることが楽しいから
（ｔ(123)＝-4.652,ｐ＜､05)。
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57．日本語以外に何か外国語を話せるようになることに決めたから
（ｔ(123)＝-4.034,ｐ＜,05)。
59．英語圏のことをもっと知りたいから（ｔ(123)＝-4.869,ｐ＜､05)。
62．英語学習で自分の可能性が広がったと感じるとうれしいから
（ｔ(123)＝-4.257,ｐ＜､05)。
68．英語ができないと教養がないと思われるから（ｔ(123)＝3.613,ｐ＜､05)。
70．将来やりたい仕事に必要だから（ｔ(123)＝-4.734,ｐ＜､０５)。
上記の結果についてであるが、１１や15などは当該学科の授業形態から必然的に生じたもの
のように思える。また、１７，１８，１９，２２，２８などからは、英語英文学科の学生が授業以外で
も積極的に自らの英語力向上のために英語学習に取り組んでいることが分かる。さらに、英
語を専攻する学生たちは、実用的･実践的英語コミュニケーション能力に憧れをいだき（28,
36,37,37)、将来的にはその英語力を活かして仕事に就きたいと思っていることがうかがわ
れる（57,70)。自らの英語力に対する自信･評価は、当然のことながら、英語を専攻する学
生の方が高くなっている（２，３，４，５）。言語としての英語だけでなく、それが話される
地域の文化や価値観についても英語を専攻する学生の方が興味をいだいていることがわかる
(56,59)。６２，６８の動機付けに関する結果も、英語英文学科の学生故に、他学科の学生より
も強く反応したのかもしれない。
反対に、英語専攻と非英語専攻の学生との間に統計的有意差が見られなかった項目は以下
の13個であった。
１２．英語の授業出た宿題をやる（ｔ(123)＝0.222,ｐ＝ｎ.ｓ､)。
１３．宿題になっていなくても英語の授業の予習・復習をしている
（ｔ(123)＝-1.293,ｐ＝､.s､)。
１４．英語の授業で先生が黒板に何か書いたらノートをとっている
（ｔ(123)＝-0.505,ｐ＝､.s､)。
２６．英語の単語や表現力などをつけるため自主的に単語の学習をしている
（ｔ(123)＝-1.828,ｐ＝､.s､)。
２７．授業や宿題に関係なく自主的に英文法の勉強をしている
（ｒ(123)＝-1.094,ｐ＝ｎ.s､)。
３９．私は英語の文法についての知識を得たい（ｔ(123)＝-1.670,ｐ＝n.s､)。
４４．英語を勉強する理由がわからない。何を得ているのかわからない
（ｔ(123)＝1.741,ｐ＝、.s､)。
４６．英語の試験でよい点数をとると達成感を感じるから（ｔ(123)＝0.774,ｐ＝ｎ.ｓ､)。
４９．英語を話せる有能な人間であることを示すため（ｔ（123)＝-1.669,ｐ＝ｎ.ｓ､）。
５１．英語ができないと恥ずかしいと感じるから（ｔ(123)＝1.113,ｐ＝ｎ.s､)。
５５．大学での単位、卒業のために必要だから（ｔ(123)＝1.741,ｐ＝、.s､)。
５８．就職や留学のための英語の試験でよい点数を取らなくてはならないから
（（123)＝1.394,ｐ＝ｎ.s､)。
６３．英語圏の文学についてもっと知るのが楽しいから（ｔ（123)＝-1.242,ｐ＝ｎ.ｓ､)。
これらの結果でまず注目しなければならないことは、１２，１３、ｌ４のように普段の授業に関
する学習行動では、英語専攻の学生と非専攻の学生の間で差が見られなかったということで
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ある。専門英語・一般教養の英語、どちらの授業を教えていても感じることは、本学学生の
勉学に対する真面目さ・真剣さである。この結果は、筆者が教授者として感じているこの印
象を裏付けるものとなった。しかし後でも触れるが、１３に関しては、編入希望の学生（平均
点3.29）とそうでない学生（平均点2.35）との得点間に差が見られており、これが影響した
可能性がある（英語英文の平均点3.31；非英語専攻の平均点3.04)。次に２６，２７，３９である
が、統計学上は、他学科の学生も英語英文の学生と変わらず、自主的に単語や文法の勉強に
取り組んでいた（27の平均点；英語英文学科2.69、他学科2.43：３９の平均点；英語英文学科
4.50、他学科4.25)。しかし27,39に関しても、編入希望者（27の平均点２．６１；３９の平均点
4.47）とそうでないもの（27の平均点1.94；３９の平均点3.65）の得点間に有意差が見られる。
この結果も13同様、被験者数68名中51名を占める編入希望の学生が影響を与えた可能性が考
えられる。２６に関しては、編入希望とそうでないものでは差が見られず先の２つとは違う結
果となった。単語の学習に関しては、編入学希望の有無にかかわらず、本学の学生が日頃か
ら自主的に取り組んでいることを表しているのかもしれない。次に４６，４９，５１，５５，５８，６３
であるが、自尊心を満たす欲求や外的・道具的動機付けに関しては、英語専攻と非専攻で差
が見られなかった。ただこの結果に関しても、４６，５５，５８については編入希望と希望しない
学生で差が見られており、その影響を排除できない。最後に質問番号44であるが、これに関
しては英語専攻も非専攻の学生も平均点が極端に低〈（英語専攻の平均点1.97；非英語専攻
の平均点2.30)、両者の間に差が見られない原因となっていた。すなわち、本学の学生は専攻
している分野にかかわらず、各自がはっきりとした目標や目的を持って英語を勉強している
ことになる。
（２）一般教養科目を履修している学生の中で編入学を希望する学生と希望しない学生問の
違い
英語英文学科以外の学生で編入学を希望する学生と希望しない学生との間で、５％水準で
統計的に有意な得点差が確認された質問は以下の９項目である。先の英語英文専攻と非専攻
の学生の間では、８２％の質問項目で差が見られたが、今回は全質問数13％のみに違いが見ら
れた。
１３．宿題になっていなくても英語の授業の予習・復習をしている
（ｔ(66)＝-3.044,ｐ＜､05)。
３８．私は英単語について知識を得たい（八66)＝-3.500,ｐ＜,05)。
３９．私は英語の文法についての知識を得たい（ｔ(66)＝-2.534,ｐ＜､05)。
４６．英語の試験でよい点数をとると達成感を感じるから（ｔ(66)＝-3.220,ｐ＜､０５)。
５４．自分にとって英語は必要なものだと思うから（ｔ(66)＝-2.165,ｐ＜､05)。
５５．大学での単位、卒業のために必要だから（ｔ(66)＝－２．０００，ｐ＜,05)。
５８．就職や留学のための英語の試験でよい点数を取らなくてはならないから
（ｔ(66)＝-4.514,ｐ＜､05)。
６２．英語学習で自分の可能性が広がったと感じるとうれしいから
（ｔ(66)＝-2242,ｐ＜､05)。
７０．将来やりたい仕事に必要だから（ｔ(66)＝-2.532,ｐ＜､05)。
さらに'０％まで水準を下げると、質問項目27と48に関する得点差にも有意傾向が見られ
た。
２７．授業や宿題に関係なく自主的に英文法の勉強をしている（ｔ(66)＝-1.757,ｐ＜・10)。
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48．後々、よりよい仕事を得るため（ｔ(66)＝-1.965,ｐ＜・１０)。
ちなみにそれぞれの得点差は、質問項目13で0.94ポイント（19％)、３８で0.82ポイント
(16％)、３９で0.62ポイント（12％)、４６で0.84ポイント（17％)、５４で0.75ポイント（15％)、
55で0.53ポイント（1196)、５８で1.40ポイント（28％)、６２で0.53ポイント（11％)、７０で0.66
ポイント（13％)、２７で0.67ポイント（13％)、４８で0.53ポイント（11％）となっている。外
国語学部に限らず、ほとんどの編入学試験には英語が課せられている。そのため編入学を希
望する本学学生の平均点が希望しない学生のそれより最大で３割弱、最小でも1割強高〈出
たことは容易に想像できることである。また、４８，５８，７０からは、編入を希望する学生の多
くが将来の就職までも見据えて、四大への進学を考えていることがうかがえる。
（３）一般教養科目を履修している学生の中の１年生と２年生の違い
本年度の前期に、筆者が担当する一般教養の英語を履修した学生１．２年生の間で、５％
水準で統計的に有意差が見られた質問項目は以下の９個である。先の編入学希望する学生と
希望しない学生の間で確認された質問数と同じであるが(13％の違い)、同水準での質問番号
の重なりは見られなかった。
９．自分の英語圏の文化・価値観についての知識は周りの人と比べると（かなり高い～か
なり低いまで）（ｔ(66)＝-2.382,ｐ＜､05)。
16．授業外で（教科書以外の）英語の本、新聞、雑誌を読んでいる
（ｔ(66)＝-3.571,ｐ＜､05)。
24．授業外で英語資格試験（英検、TOEFL、TOEICなど）の勉強をしている
（ｔ(66)＝-2.082,ｐ＜､05)。
25．英語の発音やイントネーションについての知識を得るために本を読んでいる
（ｔ(66)＝-2.795,ｐ＜､05)。
26．英語の単語や表現力をつけるために自主的に単語の学習をしている
（ｔ(66)＝-3.489,ｐ＜､05)。
27．授業や宿題に関係なく自主的に英文法の勉強をしている（ｔ(66)＝-3.241,ｐ＜､０５)。
28．いろいろな場面で使う英語表現について知るために本を読んでいる
（ｔ(66)＝-2.863,ｐ＜､05)。
48．後々、よりよい仕事を得るため（ｔ（66)＝2.066,ｐ＜,05)。
50．なぜ、英語を勉強するのか分からないし、時間が無駄だという印象を持っている
（八66)＝2.555,ｐ＜､05)。
（２）同様、１０％まで有意水準を下げると、質問項目20に関する得点差にも有意傾向が見られ
た。
２０．英語に関する質問を英語の先生にしている（ｔ(66)＝-1.692,ｐ＜・10)。
それぞれの得点差は質問項目９で0.44ポイント（９％)、16で0.98ポイント（20％)、２４で
0.68ポイント（14％)、２５で0.79ポイント（16％)、２６でＬ11ポイント（22％)、２７で1.03ポイ
ント(21％)、２８で0.63ポイント（13％)、４８で0.49ポイント（10％)、５０で0.52ポイント（10％)、
20で0.48ポイント（10％）となっている。４８と50のみ１年生の得点が高くなっているが、５０
は逆転項目のため、４８を除く９個の質問全てにおいて２年生の得点が高いといえる。一般的
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に、英語を専攻していない学生たちの英語学習に対する意欲・関心は、学年が上がるにつれ
て低下すると言われている。本学の学生は反対に、学年が上がるにつれて英語学習に対する
意識の高まりが見られた。
４．まとめと今後の課題
一般教養の英語を受講している１年と２年の間に差が見られたことは予想外だったが、英
語専攻と非英語専攻の間に見られた大きな違いや、編入を希望する学生と希望しない学生と
の間に見られた差についてはおおむね納得がいくものであった。はじめの学年間に見られた
違いについてであるが、一般的には上級学年になり編入学を強く意識するよいうになったと
いうことが考えられる。しかし、１年・２年と編入希望の有無の両方に重なって違いが確認
された質問は、２７と48の２項目にすぎなかった。しかも、編入希望の有無においては、有意
水準を１０％にまで引き下げなければ統計的に有意な差を生じさせないものであった。１年．
２年の学年間に見られた違いに編入学という外的・道具的要因が影響を与えた可能性は小さ
い。先にも述べたが、英語を専門にしない学生たちの英語学習に対する意欲は学年が上がる
につれて減退するのが普通である。この結果は、本学教員が経験的に感じている、本学学生
の勉学に対する真剣さ・真面目さを反映したものかもしれない。次に、英語英文学科の学生
と他学科の学生の間ではほとんどの質問に対して大きな差が見られたが、その中であえて有
意差が確認されなかった13個の質問に関する解釈である。先に結果でも触れているが、これ
に関しては編入学希望の学生が教養英語を受講している学生全体の平均点を引き上げた可能
性がある。今回調査した被験者群で編入学を希望しない学生は68名中、わずか17名だった。
追試を実施し、さらに被験者数を増やして、編入学を希望しない学生の特徴を明らかにする
必要がある。また昨年度収集した英語英文学科のデータに関しては、編入希望の有無を調査
していなかった。ざらに、1年単学年のみのデータであった。他学科の学生同様、学年間で
英語学習に対する行動や情意面に違いが見られるのか、また編入学希望の有無が影響を与え
るのかも追試で明らかにしてみたい。今回の結果のみから安易に本学学生の実態を論じるこ
とはできないが、学生たちの真面目さや勤勉さをいくつかのデータの中に見出すことができ
るのではないかと考えている。
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２．２にあるように、質問にはそれぞれの内容にあった５個の回答が用意されている。
ここではその回答は割愛する。
学生の所属・専攻・性差を問う質問。
自分のリスニングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで)。
自分のスピーキングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで)。
自分のリーデイングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで)。
自分のライテイングカは、周りの人に比べると（かなり高い～かなり低いまで)。
自分の文法力は、周りの人に比べて（かなり高い～かなり低いまで)。
自分の単語力は、周りの人と比べて（かなり高い～かなり低いまで)。
自分の英語圏の人の価値観についての知識は周りの人と比べると（かなり高い～かなり
低いまで)。
自分の英語圏の文化・生活習慣についての知識は周りの人と比べると（かなり高い～か
なり低いまで)。
英語は自分の将来に役に立つと思う。
授業中に英語でのグループ練習またはペア練習をする時、積極的に英語を話している。
英語の授業で出た宿題をやる。
宿題になっていなくても英語の授業の予習・復習をしている。
英語の授業で先生が黒板に何か書いたらノートをとっている。
英語の発音練習をしている。
授業外で（教科書以外の）英語の本、新聞、雑誌を読んでいる。
英語の歌を聴いたり、英語で映画やテレビを見ている。
英語で手紙やｅメール交換、インターネットを使ってチャットをしている。
自分からすすんで英語で人と話をしている。
英語に関する質問を英語の先生にしている。
英語に関する質問を友人、知人にしている。
テレビやラジオの英語講座で勉強している。
ESSなどの英語サークル、外国人との交流会に参加したり、英会話学校に通っている。
授業外で英語資格試験（英検、TOEFL、ＴＯＥＩＣなど）の勉強をしている。
英語の発音やイントネーションについての知識を得るために本を読んでいる。
英語の単語や表現力をつけるために自主的に単語の学習をしている。
授業や宿題に関係なく自主的に英文法の勉強をしている。
いろいろな場面で使う英語表現について知るために本を読んでいる。
英語圏の人の価値観・考え方について知るために本を読んでいる。
英語圏の文化・生活習慣についての知識を得るために自主的に本を読んでいる。
私は英語ができるようになりたい。
私は外国人と英語で話せるようになりたい。
私は英語で手紙やｅメールを書けるようになりたい。
私は英語の歌や映画、テレビ番組を聞いて理解できるようになりたい。
私は英語で本や雑誌、新聞などが読めるようになりたい。
私はネイティブスピーカーのような発音になりたい。
私は英語の発音や、イントネーションについて知識を得たい。
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38．私は英単語について知識を得たい。
39．私は英語の文法についての知識を得たい。
40．私はいろいろな場面の英語表現についての知識を得たい。
41．私は英語圏の人の価値観・考え方についての知識を得たい。
42．私は英語圏の文化や生活習‘慣についての知識を得たい。
（43以降は全て英語学習をする理由について）
43．少しでも英語力がついたと感じるのがうれしいから。
44．英語を勉強する理由がわからない。何を得ているのかわからない。
45．英語でコミュニケーションできるとうれしいから。
46．英語の試験でよい点数をとると達成感を感じるから。
47．英語を使って何かするのが好きだから｡
48．後々、よりよい仕事を得るため。
49．英語を話せる有能な人間であることを示すため。
50．なぜ、英語を勉強するのか分からないし、時間が無駄だという印象を持っている。ぞ
51．英語ができないと恥ずかしいと感じるから。
52．英語が分からないと自分はだめな人間だと感じるから。
53．価値観が広がるから。
54．自分にとって英語は必要なものだと思うから。
55．大学での単位、卒業のために必要だから。
56．英語圏の文化や価値観についての知識を得ることが楽しいから。
57．日本語以外に何か外国語を話せるようになることに決めたから。
58．就職や留学のための英語の試験でよい点数を取らなくてはならないから。
59．英語圏のことをもっと知りたいから。
60．英語という言語についてもっと詳しく知りたいから。
61．英語を学習すること白体が楽しいから。
62．英語学習で自分の可能性が広がったと感じるとうれしいから。
63．英語圏の文学についてもっと知るのが楽しいから。
64．英語を聞くとよい気分だから。
65．自分の可能性が広がると思うから。
66．英語を話すと気分がよいから。
67゜分からない。英語学習など必要ないと思う。
68．英語ができないと教養がないと思われるから。
69．なんとなくやっている。
70．将来やりたい仕事に必要だから。
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